
平成１５年１０月２９日 

平成1６年３月期個別中間決算の概要について 

シロキ工業株式会社 
（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 

 （＊百万円未満は切り捨てて表示してあります） 
１、決算概要について              

 
［主力得意先の堅調な国内生産と  

拡販活動で２．８％の増収］  
●当社の上半期の売上高は４３５億９千９百万円で、前

年同期比１１億９千１百万円増の２．８％の増収となりまし

た。また５月２７日に発表した期初予想４１６億円に対して

も、１９億９千９百万円の増収（４．８％増）となりました。 
（注：以下期初予想は５月２７日発表の数値です。なお１０ 
 月２３日に業績予想の修正を発表し、売上高４３５億円に 
 修正しています。） 
●増収の主な要因は、乗用車の国内生産が伸び悩んだものの、

当社の主力得意先や受注車種の好調な販売による生産増と

拡販活動による受注増、および全額出資の子会社である九州

シロキ（株）の本格生産開始で九州地区での受注・生産体制

が整ったことなどによるものです。 
●得意先別（前年同期比）では、主力のトヨタ自動車（株）

が１３億８千９百万円減（８．１％減）と生産車種のトヨタ

グループ内での移管で減少したものの、ダイハツ工業（株）

が４億４千４百万円増（２１．４％増）と、トヨタグループ

全体では８億３千７百万円の増（３．１％増）と堅調に推移

いたしました。この他、拡販活動によって日産自動車（株）

が１３億１千６百万円増（９１．９％増）と大きく伸ばすこ

とができました。 
●製品別では、シートリクライナ・シートアジャスタが９億

７千６百万円の増加（６．８％増）と好調に伸びたほか、ド

アサッシも８億４千５百万円増（１０．４％増）と主力製品

が健闘しました。 
 
［期初予想に対して大幅な増益、 

前期比では退職給付費用と社会保険料の増加で減益］ 
●利益につきましては、営業利益は１３億３千４百万円とな

り、期初予想の８億円に対して５億３千４百万円増（６６． 
８％増）と大きく伸ばすことができましたが、前年同期比 

●個別中間期実績  
（上段当中間期・下段前年同期） 
① 売上高：  

４３５億９千９百万円 
４２４億８百万円  
（前年同期比２．８％増） 
 

② 営業利益： 
１３億３千４百万円 
１６億２百万円 
（前年同期比１６．８％減） 
・退職給付費用増 

２億１千４百万円 
・社会保険料増 
    １億６千万円 
 

③ 経常利益： 
１３億９千万円 
１５億２千５百万円 

（前年同期比８．８％減） 
 
④ 特別損失 
 ６億５千４百万円 
７億６千４百万円 

（前年同期比１４．４％減） 
・退職給付費用（変更時差異償却）

３億３千万円 
 
⑤ 中間（当期）純利益： 

４億５千１百万円 
５億１千８百万円 

（前年同期比１３．０％減） 
   
●設備投資 

（百万円）（前年同期） 
上期実績 
１，３０４（２，１１３） 

通期予想 
３，８３５（３，５１１） 

 
●減価償却費 

（百万円）（前年同期） 
上期実績 
２，２５５（２，２７０） 

通期予想 
４，６８１（４，９３３） 

 
●１株当たり中間純利益 

５円０７銭 
５円８３銭 

 



では２億６千８百万円減（１６．８％減）となりました。

経常利益は１３億９千万円となり、期初予想７億円に対し

６億９千万円増（９８．７％増）とこれも大幅に伸ばすこ

とができましたが、前年同期比では１億３千４百万円減（８．

８％減）となりました。 
（注：１０月２３日発表の業績予想の修正では経常利益 
１３億円に修正しています。） 
●主な増・減益要因は、期初予想におきましては売上増加

に伴う増益効果とともに、仕入れ価格の見直しや工数改善、

物流動線の見直しなどで期初計画に対し３億１百万円増の

８億６百万円の合理化効果をあげたことなどにより、大幅

な増益となりました。しかしながら、前年同期比では退職

給付費用の増加２億１千４百万円や総報酬制導入による社

会保険料の増加１億６千万円などにより減益となりました。 
●最終損益につきましては、特別損失で退職給付費用３億

３千万円や固定資産除却損などを計上し、中間（当期）純

利益は４億５千１百万円となりました。期初予想１億円に

対して３億５千１百万円増（３５１．０％増）となりまし

たが、前年同期比では６千７百万円減（１３．０％減）と

なりました。 
（注：１０月２３日発表の業績予想の修正では３億円に 
修正しています。） 
●中間配当につきましては２円５０銭といたしました。 
 
 
２、上期の主な取り組みについて            
 
●弊社では厳しい経営環境のなか、中期経営計画（０１～

０５年度）を基に構造改革を着実に進めるとともに、全社

を挙げて収支改善活動と業務改革に取り組み、企業体質の

強化をはかりました。上期に実施した主な取り組みは次の

通りです。 

１、グローバル展開の加速 

アジアでの生産・供給体制を強化するとともに、世界４ 

極市場対応を加速しました。 

①韓国・亜山（株）に技術供与 
・ドアサッシの生産で技術供与契約締結。（本年４月） 
②江蘇省昆山市に工場進出 
・現地生産会社「昆山白木汽車零部件有限公司」 
 を設立。（本年５月） 

●主要得意先の売上高 
（上段当中間期・下段前年同期）  

（＊ ）内は売上構成比率

 

・トヨタグループ（＊６３．９％）

２７８億４千６百万円 

２７０億９百万円 

        （３．１％増）

 

・売上高上位 

①トヨタ自動車 （＊３６．１％）

１５７億３千５百万円 

１７１億２千５百万円 

        （８．１％減）

       

②スズキ    （＊１３．１％）

５６億９千８百万円 

６０億４千万円 

（５．７％減）

③三菱自動車工業 （＊６．３％）

２７億６千２百万円 

３３億３千万円 

（１７．０％減）

 

④日産自動車   （＊６．３％）

２７億４千９百万円 

１４億３千３百万円 

（９１．９％増）

 

               

●主要製品の売上高 

（＊ ）内は売上構成比率

 

①シートリクライナ・ 

シートアジャスタ

（＊３５．４％）

１５４億２千万円 

１４４億４千３百万円 

（６．８％増）

②ウインドレギュレータ 

（＊２６．８％）

１１６億６千６百万円 

１１７億２千９百万円 

（０．５％減）

③ドアサッシ  （＊２０．６％）

８９億９千５百万円 

８１億４千９百万円 

（１０．４％増）

 

●合理化（改善）活動の成果 

  

上期実績８億６百万円 

（期初計画５億５百万円）

費目 百万円 

売上高 ２２８ 

材料費 ３３７ 

労務費 １１２ 

経費 ２７ 

工場販管費 ９８ 

本社販管費 ４ 

合計 ８０６ 



③韓国・亜山（株）に資本出資 
・ 出資額２千万円で出資比率は１１％。（本年８月） 
④シロキタイランド（タイ）の新工場完成 
・新工場完成・稼動開始。（本年８月） 
・ウインドレギュレータを一貫生産。 

２、利益体質の定着化 
●固定費削減 
①設備投資の抑制 
②借入金の削減  
・ １９９億円（前期末）→１７９億円（当中間期末） 

３、生産品目・生産拠点の見直し 

①生産品目を主力５製品に特化 

・経営資源の集中化により、高品質・高機能・低コスト 

の世界ＮＯ．1製品づくりを進め、競争力を高めるとと 

もに、５大製品の世界４極市場への対応を加速。 

②子会社・関連会社の事業見直し 

 

 

３．通期業績予想について               
 
［期初予想で増収増益、 

前期比では減収減益を予想］ 
●今後の見通しにつきましては、前期比では米国経済の減

速や円高進行の影響などが懸念され、引き続き厳しい経営

環境が予想されます。自動車業界におきましても円高によ

る輸出環境の悪化が懸念され、また東京モーターショーを

起爆剤に市場活性化が期待されるものの、先行き不安によ

る消費者心理の冷え込みなどから、本格的な市場回復には

至らないものと予想されます。一方期初予想に対しては、

当初の予想より主力得意先の輸出が堅調に推移しているこ

ともあり増収を予想しています。 
●こうした背景を基に、通期売上高は８７４億円で前期比

２６億８千７百万円減の３．０％の減収、期初予想８４５

億円に対しては２９億円増の３．４％の増収を予想してい

ます。 
●通期利益につきましては、前期比では売上高の減少や退

職給付費用の増加４億６千６百万円、社会保険料の増加 
１億９千７百万円などにより、営業利益は２８億円で前期

比１７億１千６百万円（３８．０％減）の減益、経常利益

は２９億円で前期比１５億９千８百万円（３５．５％減）

の減益を予想しています。 

 

●個別通期予想 

（上段予想、下段前期実績） 

 

①売上高： 

８７４億円 

９００億８千７百万円 

（前期比３．０％減） 

 

②営業利益： 

２８億円 

４５億１千６百万円 

（前期比３８．０％減） 

 

③経常利益： 

２９億円 

４４億９千８百万円 

（前期比３５．５％減） 

 

④当期純利益： 

１０億円 

１５億５千３百万円 

（前期比３５．６％減） 

 
●１株当たり予想当期純利益 

１０円６７銭 
１６円８８銭 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



期初予想では営業利益２４億円の予想に対し４億円 
（１６．７％増）の増益、経常利益２３億円の予想に対し 
６億円（２６．１％増）の増益を予想しています。 
 
●最終損益につきましては、当期純利益は１０億円で前期比

５億５千３百万円減の３５．６％の減益、期初予想７億円に

対し３億円増の４２．９％の増益を予想しています。 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●連結決算につきまし

ては、１１月２０日（木）

に発表を予定していま

す。 

 

シロキ工業株式会社 （０５３３）８４－４６９１ 
 

●この件のお問い合わせは       ： 経理部長     大石 勝美まで 
●ニュスリリースのお問い合わせは   ： 総務部 広報担当 眞野 成人まで 
 



業 績 推 移    シロキ工業株式会社 
 
個別売上高推移                個別利益推移 

 
 

個別財務体質の強化 
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